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総合的な学習の時間
PART I 生 命 の 神 秘

。
地 域 を 考 え る

。 :T演 習 な ど 考え・解決する能力の育成と、自らの生き方について自
党を深めることをおらいとした総合的な学習の時間。
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中小路小学校の総合的な学習の時

間のテーマは「ひたち !元気な町づ

くリーなるほど ザ 中小路一」。
同枝は日立市の中心部に位置し、

シビックセンターや駅、病院、商店

街や工場などのほか、平和通りの桜

並木、近くには会議漁港など、教育

的にもいろいろな施設や環境に恵ま

れています。しかし一方では市街地

のドーナツ化による人口の減少、空

き店譴の増加などの問題も抱えてい

ます。

中小路小ではこうした間饉に全校
となどを報告。対する1‖ 41

西小では日本最人の測「lL

琶湖J力 {あ り、伝統 1:芸 や

特産物に忠ま1■る一方、測

の汚染の問題を抱えている

ことなどの報告がありまし

た。また、クイズ形式での
熱意ある人の発掘や養成、企業内

を知つている人との連携、各種の

ジャンルの人や若い人などの参加

などで活性化を図る。

手を汚して活動することで共感を。

去る 1月 20日 (■ )市視お覚セ
ンターで、広報紙コンクールが行わ

れました。小学校のPTA、 コミュ
ニテイ団体など、43団体から応募
があり、広報紙編集にたずさわつて

いる約 150人が参加しました。こ
れは例年をしのぐ大盛況で、広報紙

によせる市民の高い関心が示された

ものと考えます。

表彰式に先立ち、実際の審査会状

況を再現した「く生中継 >広報紙コ

ンクール審査会」がありました。ス

テージ 1:の 6名の審査員から企画、

レイアウト、見出し、記事の書き方、

文章の春き方、写真等についての良

じ悪し、改善ポイントなどがとんど

ん‖|さ れました。たとえば、優秀な

辛口の批辞がボンボン

紙面にも、委員によつては、

当然のことながら異なる意見

もあって、生々しい審査風景

が再現されました。

関係者からは、「今年の広

報紙は各団体とも例年になく

レベルアップして。ヽる。これ

まで毎年広報研修会を繰り返

地域0学校の特色を生かした授業看I』[:i詈翡鼻弾穎藤』ニ

サケの飼育で命の尊さを学ぶ

`'■小学校では 5 6年 生が30∞
匹のサケの社魚を育てています。

11枚 では昨年もサケの稚魚の飼育

を試みましたが、 3分の 1を 死なせ
てしまいました。悲しみを実感した

rど もたちは 「Jし 失敗を繰り返さ

ないために今年度は県の専ri家 から

指準を受け りHか らの育て方や青理
製t 放流への条件などを詳しく

ヽピました。卵がかえり札魚になっ

て泳ぐ様子を毎日観察し日誌に細か

~     
中里小学校

く記しました。また水槽の水も子ど

もたちが里川から運び適湿にして交

換しています。

こうした活動のIf子を 参観日の
発表を通して保護者にも■ってもら

ヽヽ 発表力を養うばかりでなく家庭
での話し合いのテーマにもなつてい

ます。「子どもたちは最初サケの卵

を見て、食卓に上るイクラにしか見

えなかったようです。しかし、りPの

中で日が動き始めるのを見て生命の

神秘を知り 稚魚の成長や病気、死
によつて命の尊さを実感していきま

す」と校長の根本先生。

水ぬる03月 、元気に育つた稚魚
たちは子どもたちの手で里川に放流

され、大自然に帰つていきます。

中小路小学校
で地域と共に取り組み始めました。

共に考える会を開き、おとなたちが

らは地域の現状を、子とも側からは

活性化の提案などの意見交換を行っ

たり、

“

,「40を 発行してPRに も努め

インターネット

教室に居ながらにして他県の学校

と交流―。そうしたインターネット

を使っての楽しい授業を行つている

のは東小沢小学校です。

昨年 12月 に4年生が行った滋賀県

グループごとのテーマで町を研究

ました。 1,役〃iな どの多くの公共施

,が近いことから、行政などのアド

バイスをもらったり地の利を生かし

て活動もしやすいそうです。また、

コミュニテイの協力や孫たちのため

にと力を貸してくれるお年省つも多

く、地域の教イ,力 の大きさを実感 じ

ています。

で他県と交信
東小沢小学校

様子などをイ1介 し合いました.

束小沢小は、近くに久慈川が流れ

口!畑 に囲まれた1,か な自然環境にあ

ること、それら山ムの美しさを■る

ためにクリーン作戦を行っているこ

市街地活性化に子どもの提案

稚魚を傷つけないよう慎重に水を交換

若い人・働く人の参カロを多く
企業部会の「皆さんと語り合う会」

企業部会では 13年度から産業部
分
｀
名称を変更するのを機に、名実

滝 銘 話 鍛城糖 ユ l

り
`来

の組立てなど幅広いテーマで意

,↓交換、新年度からの活動力'期待さ
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ブレーンストーミングでワイワイ

●醸り合う会で出た主な意見

ri年■を麺して多くの人と出会い

視口Fが広がった。現役時代から0
加する方策を。

働く人たちが活動しやすい環境を。

PRや声かけにつとめる。
1'小企来の人たち向けの

“

茉立案。

定年後の人たちへの檎渡しと、年

代lllセ ミナーの,1催。

相手の学校に日立市を紹介 鹿島アントラーズや日立製

蒲生西小学校との授業では、両校の  作所の製品の紹介などもあり、それ

子どもたちが地域や学校、クラスの  ぞれの地域の特色を楽しく学ぶため
の子どもらしい工人が各所になされ

ていました。

途中、画像が″」=す
るハプニング

もありましたが、画像を通して
'1舌

する楽しさをfl験 しながらの生き■

きとした授業がすすめられているよ

うです。

してきた効果ではなかろうかJと の

発言力
'あ
り、また 参力Π者からも「参

考になること力'多 かつたJ と。ヽうメ
|

力
'多
くありました。

百年塾広報紙コンクール入賞団体

―
癬 纂鳴 公 開審査会で さ らに研修

小学校 中学校 コミュニテイ |‖務

本部長■ 大久保 台 原 日 1奇 日 高

審企111■ ■ :計  '| 人久保 |」  レ[ 1'ボラ地

塙  山 多 賀 大みか

ア 嘲Ｚ企 画 資 豊 浦 駒  ■
フ ォ ト賞 油縄子 人久保 / ∠
期 待 賛 / 官  lI llJ サ||

ヨ立市では市民生活全般にわたる生澤学習を

'百

年蟄運動Jと して進めています。 ホームページアドレス ト
“
P:″www hidecnet neJprikiloo/ndCX hinl
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将来に夢をつなぐ職業体験
市内全中学校 2年生が500事業所で

1・

市内の全中学校ては 12年 度より県の新規事業である「中学生社会

体験事業」を受けて Iひ たちさんでぃチヤレンジ1と名称をつけ、進路

学習の一環として職業体験学習を実施しました。生徒たちの希望す
る延

べ 540事業所での 2日間にわたる体験で、生徒たちはあらためて仕事

の大変さを実感したようです。この体験が将来の夢や生き方を考え
るき

っかけになりました。体験後にはどの学校でも、保護者や協力して
いた

だいた事業所の方々にも参カロの発表会が行われました。

犬の散歩をさせたり、食事をあげ

たり、簡単な爪きりなども体験 して

もらいました。健康管理や衛生面に

気を使うことも大 b・Jで、
7Lき
物を扱

うペットショップは 865日 休みな
くlL話が続きます。 ■育てとコじで

,こた日より結lFfハ ードです。

「ペットはおもちやではありませ

ん。大にも感情もあり 個性もあり
ます。家族の一員として一生責任を

もつて飼わなくてはならないことや、

■き物の命の大切さや重さをl_え た

かったのです。Jと ペットシヨップ

あんあんの出中まゆみさん。

,t=r'

1お
ワンちゃんも気持ちよさそう

■や部 :マ の掃除をしたり、簡単な

平研t作 業の子伝いをしました。車に

手をlllれることができて、とでもう

オししかったようです。ハンドルをま

わすとなぜ車力
'ま
がるのか、 ミッシ

ョンなどの質問があいつぎ 興味を
持つたようです。

山永 rl tt tl整街の永山社長は「今

の子どもはまえがあるJ「中学を卒 溺

Ｆ

緊張しながら水のサービス

で、どのように仕事をしたら相手が

満足できるのか。例えばお水の出し

方、位置、どんな言葉を添えるかな

ど、さりげなく見える動作でも何一

つ無駄なことはないこと。そんな仕

事の意味が伝わるようなプログラム

きるものがたくさんありました。今

後のコミュニテイ活動に活かされる

自己紹介でワークショップの肩ならし

会のまちづくりJ「地域活性化の意  ことが期待されます。
識づくりJ「近所づきあいJ「大の   なお  本講座のまとめとして
ふんJ「 PTAと地域の連携」など、  このワークシヨップのポスター発表
口常の活動で抱えている問題が出さ  と交流会が 3月 4日 、会瀬青少年の
オt その解決策も そのままi舌用で  家で行われます。

ワークショップを楽しく学ぶ

コミュニテイづくりのリーダー育

成をめざす「 lL気 ひたちまちづくり

冨li庄 J力洲7かオtコ ミュニテイほか、
PTAや 子ども会、地区社協のリー
ダーなど、約 130人 が参加しまし
た。

この講座は 市コミュニテイlrJll
協議会の創■251t141記 念事業とし

て、乱演会、ワークシヨツプ学習

発表と交lt会 の 3部構成で,]催 され

たものです。今Ⅲlは  lj内 のコミュ

ニテイを南、Jヒ   部の 3プ ロック
に分け、 2'14、 17 18「 Iに そ
れぞれの会場でワークシヨツプの手

法を学びました.

ワークショップとは 集 」で「]題

"イ

決を区る手法で、計miは 茨城大学

:学‖
`の

志摩り

“

雄先
`L。

午前中は、

お

“

:い に気|`に 話し合えるコミュニ

ケーションのつくり方、ブレーンス

トー ミング法、 K」 法などを学びま

した.

午後は、 5～ 6名 がグループを組

み、実際のワークシヨツプの演習。

テーマ設定、アイデイア出し トラ

ンプKJ法で島づくりと表札づくり、
そしてボスターヘのまとめなど、プ

ログラムが進むにつれて、興味と楽

しさが増し、時が経つのも忘れるほ

どでした。演習テーマは「全員参加

のまちづくりをめざして」「高齢社

業しても車のホイールを持ち上げる

体力がない」など問題点も指摘。「生

きた職場で客との対
FLか ら、相手の

ことを考えるとか、車の問題一つで

も応 j・Bの きく柔軟な考え方の必要性

を学んでいるようです」と言つてい

ます。

今年度は 8校から依頼があり、す

べて受入れましたが、調理を希望す

る生徒が多かつたの力滑 徴です。

体験に入る前に全員がホテル全体

のイメージがつかめるようにと、特

徴や」rtれ、大切にしていることなど

の学習からはじめ、調理部門でも任

せられることはできるだけ任せる方

針で実施しました。

「お客さんや仲間 l・ 士でも相手の

を用意しましたJと 、ホテルサンガ

ーデンロ立の担当者の7竜口有子さん。

一日の仕事がどのようにスター ト

するのか分かつてもらおうと、 1日

目は店の周辺の清掃からはじめ、 2

日目には公設市場での仕入れにも司

行、/1の種類、rL・ で使Hlす る魚の

'i
び方などを学びました。

昼食時にはホール係をln当 し 茶
こしを使ってのお茶入れなども体験。

忙 し,ヽ 1庁 F・lを 縫って、練習月1に 1し

た鯵の 3枚おろしとひらきを指専

その鯵で自分月1の にぎり寿司やフラ

イにも挑戦しました。家庭でにぎり

寿司をつくった生従や、方司やさん

になりたいと話した生徒もいたとか。

「寿司をにぎるだけでなく 経営
などさまざまな学習が必要なことを

分かつてもらい、 しつかり学んでは
しいと思っていますJと 、浦島寿司

店主の皆川勝之さん。

◇ ◇ ◇
これらの体験学習について助川中

学校の鈴木先生は、「生徒たちが「働

くJこ とを通して、人間の生き方を

学び、「人とのふれあいJか ら、lL

手のことを思いやるという、学校で

1ま教えら″しな。ヽことをも掴んでヽ`る

ようだ。まちがいなく効果が出てい

るJと 結んでいます。

‐市民教授
|あ の ス この ス⌒
2o■明γ2∞12日に登録された方

“
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■笠井梨加 洲
`珂 "「
(マ ン

'イラスト)

■原田シリー ロ尻口∫ (タ イ語
タイト1理 )

■杵屋千祐 水戸 lj(二味線音
楽 :古典ヽ歌謡山)

お問い合せは/1涯学習課または、

百年塾サロンまでご連絡を |

023-9165

やっぱり体力も必要です

気持ちが引き締まります

ムーレ村に学校完成       ンスが印象に残りました。
ひたち生き生き百年塾が建設

rど もたちの「ナマステ」の声に

迎えられ、政山口長以 ド15名 がネパ

ール ノ、‐レIJ学 校完成式に参力」しま

した。

Jが 10年 かけてもつくオしなかった

学オ交を ひたち■き■きr“ 1塾 が
1年 で建設。感謝する第二社長の姿

と Fど もたちのすがすがしい.lkと ダ 子どもやオ寸人が大歓迎

璧皇
くらまつり台

1む

舎

出 あ い の 体 憩 所

にようこそ |

■と き 4月 7日 (■ )14・ ∞～5∞
4月 8日 (日 )1030～3:00

日ところ 平和通り日本証券前テント
ロ内 容  パネル展示

昔のあそびコーナー

(すんIお手王あやこり輪穀けなと)

日立市で は市民 生活全般 にわた る生涯学 習を 「百年塾運 動 Jと して進め て います 。 こ意見 情報をお寄せください。 E-mail : iki l00j@ma1.hidccnei.,€jP


